筆記課題解答及び解説

ビル管理

訓練課題（筆記解答及び解説）

　「給排水衛生設備設計」
解答

筆記課題「給排水衛生設備設計」

	入所年月
	番号
	氏名
	合計点
	評価判定

	平成　　年　　月入所
	
	
	
	


	1
	2
	3
	4
	5

	○
	×
	×
	○
	○

	6
	7
	8
	9
	10

	○
	×
	○
	○
	○

	11
	12
	13
	14
	15

	×
	×
	○
	○
	×

	16
	17
	18
	19
	20

	×
	○
	○
	×
	○

	21
	22
	23
	24
	25

	○
	○
	×
	○
	×

	26
	27
	28
	29
	30

	○
	×
	×
	×
	×

	31
	32
	33
	34
	35

	4
	3
	3
	4
	4

	36
	37
	38
	39
	40

	3
	4
	1
	2
	2


	番号
	解答
	解説
	備考

	１
	○
	直接連結するとクロスコネクションとなる
	

	２
	×
	クロスコネクションの恐れがあるため間接排水としなければならない
	

	３
	×
	問題の受水槽は現在、建築基準法上認められていない。6面点検ができなければならない
	

	４
	○
	
	

	５
	○
	
	

	６
	○
	
	

	７
	×
	受水槽も高置水槽も必要としない。ただし、断水対策などのために一部地域では高置水槽を設置する場合もある。
	

	８
	○
	
	

	９
	○
	
	

	１０
	○
	
	

	１１
	×
	立て管に使用することを避けるべきなのはリフト式。スイング式は可能
	

	１２
	×
	腐食には強いが熱には弱い
	

	１３
	○
	
	

	１４
	○
	
	

	１５
	×
	同径とする。100A以上は100A
	

	１６
	×
	排水管に対して下り勾配となるように設置しなければならない
	

	１７
	○
	
	

	１８
	○
	
	

	１９
	×
	油脂類の付着などにより誤作動の恐れがあるため、通常はフロート式を採用する
	

	２０
	○
	
	

	２１
	○
	45度以内にて合流させる
	

	２２
	○
	立て管に接続するとつまりや吹き出しの恐れがあるため単独系統で排水する
	

	２３
	×
	立て管が45度をこえてズレることを指す
	

	２４
	○
	
	

	２５
	×
	伸頂通気管とし大気に開口する
	

	２６
	○
	
	

	２７
	×
	150ｍｍ以上高い位置で接続しなければならない
	

	２８
	×
	構造上、破封しやすいトラップである
	

	２９
	×
	一般に2槽式とすることで断水を防いであるので、必ず断水するとは言えない
	

	３０
	×
	排水設備は6か月に1回清掃を行わなければならない（建築物衛生法規則第4条の3）
	

	３１
	4
	間接排水としなければならない
	

	３２
	3
	流れに対し反対方向に開口する
	

	３３
	3
	
	

	３４
	4
	流量線図の縦軸上100L/sと流速2.0m/sが交差する点
	

	３５
	4
	ＦｕＤは11で表2より50Ａと求められるが、大便器のトラップ口径が一般的に75Ａなので75Ａを選択
	

	３６
	3
	排水管径75Ａ、ＦｕＤ11、全長6ｍの条件を表2に当てはめると、75A・ＦｕＤ11以下・全長18ｍ以下までは50Ａとなる
	

	３７
	4
	定常流量線図より50Aと読めるが、大便器のトラップ口径が一般的に75Ａなので75Aを選択
	

	３８
	1
	右図立面図参照
	

	３９
	2
	
	

	４０
	2
	中水管でなく給湯管である
	


　　　　　　　　　　　　　
	

	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	立面図
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